
2017年6月から2018年2月に、28校の小中学校で「よみとき新聞ワーク
シート」が初めて使われました。実践された先生の声を集め、小学四年生、
五年生、六年生の活用例としてご紹介します。 

三年生から六年生を対象に言葉の特徴や使い方の指導に、「よみとき新聞
ワークシート」を使う例です。罫線だけの記入欄が配置されたワークシー
トの活用例となります。 

公立小学校の二人の先生の活用事例です。 

「よみとき新聞ワークシート」活用例

P2～P5

P6～P10

P11～P14



小学四年生(1) 
⭐ 楽しんで読む　" 調べ学習　# 家庭学習 

実施して良かった点 
　新聞に触れる機会が少なく、社会事象などに関
する関心や知識が少ない子どもたちにとって、見
やすく、読みやすいよみとき新聞ワークシートは、
とてもいい刺激になっているようでした。 

　毎週水曜日に15分間で実施。5W1Hという読
む観点を与えられているので、子どもたちにとっ
て読みやすそうです。 

　新聞記事を選んだり編集したりする必要が無い
ので、教師の負担も少なく助かっています。 

　記入済みのワークシートには名前の記入欄の下
にスタンプを押し、各自の透明フォルダーに入れ
て廊下に掲示しました。 

変容が見られた児童の様子 
　よみとき新聞ワークシートに取り組んでいる時
間だけでなく、家庭学習で記事の内容をさらに調
べようとしたり、分からない言葉を国語辞典で調
べたりする子どもが少しずつ出てきました。 

　時事に対する関心が高まり、給食の時間などに
「きのう加藤一二三さんが○○に出ていたよ」な
ど話題に出して盛り上がっていました。 

小学四年生(2) 
⭐ 楽しんで読む　✏ 書いてみる  
% 朝のスピーチの話す、聞くにつながる 

実践して良かった点 
　新聞を購入・購読していない家庭も多く、はじ
めは児童にとってなじみのないものだった。幅広
いジャンルの記事にふれることができたので、「教
科書・図書館の本以外」の文章を読むきっかけと
なった。 

変容が見られた児童の様子 
　よみとき新聞ワークシートの実施前は、学級全
体として文章の読み取りが苦手であった。読むこ
とに集中できるよう、配慮を必要とする児童も多
かった。 

　実施後、5W1Hを意識して読むことができるよ
うになり、同時に文章を書くことができるように
なっている児童が多い。スピーチの時間に、5W1H
の視点で構成して話をすることで、聞き手に伝わ
りやすいと実感している児童がいる。　 

　国語の学習が嫌いだった児童の1人。文章の読
み取り、漢字、言葉の意味の理解も苦手なため、
最初は意欲が低く、消極的だった。繰り返してい
く内に5W1Hの視点で読み解くと文章の内容が捉
えやすいと気づき、意欲的に。教員や友達に言葉
の意味を質問するようになった。 



小学四年生(3) 
& 文章の読解　# 家庭学習 

実施して良かった点 
　朝や昼の学習時間での取り組みに児童がなれた
後、家庭学習でよみとき新聞ワークシートを使用
した。家庭で保護者と児童がいっしょに取り組む
ことで意欲的になったケースもあった。 

　児童の文章の読み取り力が不安だと感じている
保護者も多く、家庭学習でよみとき新聞ワークシー
トに取り組むことに好意的な意見が見られた。 

小学五年生(1) 
' 社会へ関心を持つ　✏ 感想や意見を書く 

実施して良かった点 
　幅広い分野で児童の社会事象に対する関心や理
解が高まった。 

変容が見られた児童の様子 
　始めは感想のみの記載だったのに、徐々に根拠
を交えた(はじめ 中　終わり)の構成で意見をまと
める児童も増えてきて質的な変化が見られた。 

小学五年生(2) 
( 読み比べ 

実施して良かった点 
　1学期からよみとき新聞ワークシートに児童が
取り組んだ。新聞を家で取ってない児童には、新
聞に触れる機会があるのはとても楽しいようだ。 

　2学期には国語の「情報ノートをつくろう」の
単元で、全国紙の朝日新聞、毎日新聞、読売新聞
の三紙を活用した。記事を切り抜きそれをノート
にはり、記事の説明と感想を書く学習を続けるこ
とができた。 

小学五年生(3) 
⭐ 楽しんで読む　✏ 書いてみる　  
% 感想や意見を述べあう 

実施して良かった点 
　よみとき新聞ワークシートに児童1人で取り組
むことに慣れたあと、スタイルを変更した。6分
間は一人で読解に取り組む、3分は自分の意見を
書く、書き終わったら隣の席の子ども同士で感想
を読み合い、それに対する感想を書き入れた。友
達と一緒に取り組むスタイルは、子どもたち全員
が楽しく意欲的に取り組んでいると感じられる。 

　保護者の数名から「社会に対するアンテナが高
くなった」という声が聞かれた。 



変容が見られた児童の様子 
　友達と一緒に取り組むスタイルは、子どもたち
全員が楽しく意欲的に取り組んでいると感じられ
る。書き込んだワークシートをクリアケースに入
れて全員分掲示している。掲示されている意見や
感想を児童が読み合う姿が見られた。 

小学五年生(4) 
' 社会へ関心を持つ　) 新聞に親しむ  
✏ 感想や意見を書く 

実施して良かった点 
　国際、政治、文化、スポーツなど様々な分野の
出来事についてタイムリーに話題にできる。異文
化とふれることで日本を見つめる機会となる。 

　「新聞を読むことが増えました」と保護者の声
が寄せられた。 

　記入済みのワークシートに、児童自身で3色の
マーカをつかって「記事の事実」、「知識や経
験」、「自分の考え」の部分に線を引いた。文章
の構成を自覚できた児童が増えた。 

　クリアファイルに記入済みのワークシートが増
えていくことがうれしそう。 

小学五年生(5) 
⭐ 楽しんで読む　✏ 感想や意見を書く 
' 社会へ関心をもつ 
* メディアリテラシイ 

実施して良かった点 
　国語科の説明文単元において、テレビや新聞や
インターネットなどのメディアが伝える情報につ
いて筆者の考えを読み取る。筆者*は情報を適切
に受け止めるために想像力を働かせる必要があり、
『事実かな、印象かな。』『他の見方もないかな』
『何かがかくれているかな。』『まだ分からない
よね。』の四つのスイッチについて説明している。
(*)下村健一(2017)『想像力のスイッチを入れよ
う』光村図書出版 

　児童がこれまで記入してきたワークシートの意
見・感想欄を改めて読み、情報受信を見直す時間
をつくった。 

　視点の違い、文化の違い、立場の違いがあるこ
とを児童が知り、表現することができた。 



小学六年生(1) 
' 社会へ関心を持つ　) 新聞に親しむ　 
✏ 感想や意見を書く 

実施してよかった点 
　事実のみの記載が子どもの読みやすさにつなが
り、クラス全員が意見や感想を書くことができた。

　新聞にふれていない児童がほとんどの状況だっ
たので、新聞記事にふれ、同時に最新の出来事を
知ることができるいい機会になった。児童にとっ
たアンケートでは「ニュースを知ることができて
楽しい」「日常の様々なことに関心が高まった」
など前向きな感想が見られた。 

変容が見られた児童の様子 
　社会科の新聞作りに活かすことができたという
児童がいた。 

小学六年生(2) 
) 新聞に親しむ　' 社会へ関心をもつ 
% 学級討論会につながる 

実施してよかった点 
　個人面談で保護者から「最近、ニュースを見る
ようになった」「テレビ欄以外を読んでいる」「ヒ
アリの話を真剣にしてくる」といったうれしい言
葉を聞くことができた。文章を読み、自分の考え
を自分なりに表現しようとする子が増えた。 

　国語の単元「学級討論会を開こう」との相性が
良かった。静岡県の小学校で夏休みが10日間に
なったという記事に賛成か反対かにわかれ討議は
大いに盛り上がった。

掲載されている活用例は、(一社)デジタル表現研究会の新聞教材活用プロ
ジェクトに参加した先生方による実践結果報告をもとにしています。 
理想科学工業と朝日学生新聞社は同プロジェクトに教材を提供しました。



知
識
お
よ
び
技
能
向
上
の
た
め
に
よ
み
と
き
新
聞
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
う
。

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
の
指
導

　

第
三
学
年
お
よ
び
第
四
学
年

１
．
新
聞
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
て
、
四
つ
の
記
事
を
教
師
が
読
む
。

２
． 

四
つ
の
記
事
の
う
ち
、
記
事
を
一
つ
選
ぶ
。

３
．
そ
の
記
事
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
言
葉
を
教
師
が
解
説
す
る
。　

４
．
感
想
や
意
見
、
関
係
の
あ
り
そ
う
な
自
分
自
身
の
経
験
に
つ
い
て
話

し
合
う

５
．
話
し
合
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
書
く
テ
ー
マ
を
決
め
る
。（
先
生
か
児

童
の
発
案
で
）

６
．
話
し
合
っ
た
こ
と
と
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
考
え
と
理
由
を
二
段
落
で

書
く
。

書
き
出
し
と
文
末
が
そ
ろ
う
よ
う
に
書
く
。

漢
字
を
〇
つ
以
上
使
っ
て
書
く
。

　
　
※

ほ
か
の
条
件
の
時
は
教
師
が
指
示
す
る
。

　

第
五
学
年
お
よ
び
第
六
学
年

１
．
新
聞
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
て
、
四
つ
の
記
事
を
教
師
（
ま
た
は

児
童
）
が
読
む
。

２
．
四
つ
の
記
事
を
一
人
一
人
が
再
度
読
み
、
児
童
一
人
一
人
が
興
味
を

持
っ
た
記
事
を
選
ぶ
。

３
．
分
か
ら
な
い
言
葉
を
先
生
に
聞
い
た
り
、
調
べ
た
り
す
る

４
．
同
じ
記
事
を
選
ん
だ
者
同
士
で
、
感
想
を
話
し
合
う

５
．
話
し
合
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
る　

※

〇
〇

〇
が
・
・
・
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

６
．
記
事
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
指
示
さ
れ
た
条
件
で
書
く　

※

記
事
ご
と
に
条
件
を
違
わ
せ
る
必
要
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
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条
件
作
文
活
用
例　

中
高
学
年

○
列
挙
し
て
書
く

◆
書
く
条
件

・
一
段
落
目
に
記
事
や
グ
ラ
フ
を
見
て

「
二
つ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
書
く
。

・
二
段
落
目
は
、「
一
つ
目
は
」、
三
段
落

目
は
「
二
つ
目
は
」
と
書
い
て
気
づ
い

た
こ
と
を
列
挙
す
る
。

・
常
体
で
書
く
。
語
尾
に
注
意
さ
せ
る
。

※

高
学
年
は
グ
ラ
フ
の
年
度
や
労
働
者
数

の
割
合
を
比
較
で
き
る
と
よ
い
。

学
習
時
間
十
五
分

①
「
一
つ
目
は
」「
二
つ
目
は
」
を
使
っ
て
記
事
や
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い

た
こ
と
を
作
文
に
書
く
練
習
を
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

〈
記
事
や
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
〉

②
「
外
国
人
労
働
者
…
」
を
選
ん
で
書
く
こ
と
を
伝
え
る
。

③
記
事
を
教
師
が
読
み
、
記
事
と
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を
話
し

合
っ
て
、
い
く
つ
か
出
さ
せ
る
。
分
か
ら
な
い
言
葉
は
補
足
す
る
。

④
「
記
事
や
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
」
を
作
文
に
す
る
た
め
に
、

書
く
と
き
の
条
件
を
伝
え
る
。(

板
書)

⑤
残
り
五
分
で
、
条
件
に
従
っ
て
書
か
せ
る
。

外国人労働者が
６年連続で過去最多に
各年10月末時点、厚生労働省まとめ。
「その他」は省略

0

30

60

90

120

150 （万人）

12年 13 14 15 16 17 18

高
度
外
国
人
材

特
定
活
動 外
国
人
技
能
実
習
生

資
格
外
活
動
永
住
者
ら

計146万463人

が い こ く じ ん ろ う ど う し ゃ ま ん に ん

外国人労働者１４６万人にしゅうま つ ど け い め つ ぼ う の こ ふ ん

終末時計、滅亡まで「残り２分」

い と う せ ん し ゅ ね ん れ ん ぞ く か ん

伊藤選手、２年連続で３冠ふ ご う に ん し さ ん お く に ん ぶ ん

富豪２６人の資産は３８億人分

.

. . .

文
例

作
文
の
テ
ー
マ

　

〈
記
事
や
グ
ラ
フ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
〉

自
分
の
感
想
や
意
見

(

中
学
年)　

九
十
八
文
字

　

ぼ
く
は
記
事
や
グ
ラ
フ
を
見
て
、
二
つ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

一
つ
目
は
、
外
国
人
労
働
者
の
数
は
平
成
十
六
年
ご
ろ
か
ら
急
に
ふ
え

た
こ
と
だ
。

　

二
つ
目
は
、
百
四
十
六
万
人
と
い
う
数
が
、
一
つ
の
県
の
人
口
く
ら
い

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

(

高
学
年)　

百
十
一
文
字

　

私
は
グ
ラ
フ
を
見
て
、
二
つ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

一
つ
目
は
、
平
成
十
二
年
と
平
成
十
八
年
を
比
べ
る
と
、
外
国
人
労
働

者
の
数
が
二
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
資
格
外
労
働
や
技
能
実
習
生
、
高
度
外
国
人
材
の
割
合
が
、

今
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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2019 年 1月 30 日配信分



条
件
作
文
活
用
例　

中
高
学
年

○
二
つ
の
相
反
す
る
視
点
で
書
く

◆
書
く
条
件

・
一
段
落
目
に
良
い
点
に
つ
い
て
自
分
の

考
え
と
わ
け
を
書
く
。

・
二
段
落
目
は
、「
し
か
し
」
を
使
い
別

の
見
方
で
考
え
と
分
け
を
書
く
。

・
常
体
で
書
く
。

学
習
時
間
十
五
分

①
新
聞
を
読
ん
で
「
し
か
し
」
を
使
っ
て

二
つ
の
見
方
で
作
文
を
書
く
練
習
を
す
る

こ
と
を
伝
え
る
。〈
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ

ス
面
〉

②
四
つ
の
記
事
か
ら
「
昨
年
の
訪
日
客
」
を
選
ん
で
書
く
こ
と
を
伝
え
る
。

③
記
事
を
教
師
が
読
み
、
去
年
の
訪
日
客
が
四
兆
五
千
億
円
使
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
よ
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と(

プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面)
に
つ
い

て
書
か
せ
る
。
ど
の
事
実
か
ら
そ
う
思
っ
た
の
か
を
聞
く
。
分
か
ら
な
い

言
葉
は
補
足
す
る
。

④
乾
燥
を
も
と
に
「
去
年
の
訪
日
客
…
に
つ
い
て
」
乾
燥
を
作
文
に
す
る

た
め
に
、
書
く
と
き
の
条
件
を
伝
え
る
。(

板
書)

⑤
一
段
落
目
に
良
い
面
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
書
く
。

⑥
二
段
落
目
は
、
し
か
し
を
つ
か
っ
て
逆
の
見
方
の
考
え
を
書
く
。

⑦
残
り
五
分
で
条
件
に
従
っ
て
書
か
せ
る
。

き ょ ね ん ほ う に ちきゃく ちょう お く え ん つ か

去年の訪日客４兆５千億円使う
よ こ づ な き せ さ と い ん た い

横綱・稀勢の里が引退

だ い が くにゅう し し け ん は じ

大学入試センター試験始まる
ちょう き にゅうい ん こ う こ う せ い ま な し え ん

長期入院の高校生の学び支援

. . .

文
例

作
文
の
テ
ー
マ

　

〈
プ
ラ
ス
な
こ
と
、
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
〉

自
分
の
感
想
や
意
見　

(

百
六
文
字)

　

日
本
に
た
く
さ
ん
の
訪
日
客
が
お
と
ず
れ
る
こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ
と

思
う
。
わ
け
は
、
日
本
の
商
品
が
た
く
さ
ん
売
れ
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
政
府
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
ホ
テ
ル
の
数
や
交
通
の
便

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
う
。
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条
件
作
文
活
用
例　

中
高
学
年

○
二
文
を
一
文
で
書
く
。

◆
書
く
条
件

・
一
段
落
目
に
吉
田
選
手
に
つ
い
て
自
分

の
思
い
を
書
く
。

「
吉
田
選
手
は
〜
だ
と
思
い
ま
す
。」

・
二
段
落
目
を
二
つ
わ
け
を
書
く
が
、

「
〜
し
た
り
、
〜
し
た
り
し
た
か
ら
で

す
。」
と
二
文
を
一
文
で
書
く
。

学
習
時
間
十
五
分

①
新
聞
記
事
を
読
ん
で
「
〜
た
り
〜
た

り
」
を
使
っ
て
二
つ
の
こ
と
を
一
つ
に
ま

と
め
て
作
文
を
書
く
練
習
を
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

②
四
つ
の
記
事
か
ら
「
吉
田
選
手
が
引
退
」
を
選
ん
で
書
く
こ
と
を
伝
え

る
。

③
記
事
を
教
師
が
読
み
吉
田
選
手
の
こ
と
を
ど
う
思
う
か
聞
く
。
ど
の
事

実
か
ら
そ
う
思
っ
た
の
か
を
書
く
。
分
か
ら
な
い
言
葉
は
補
足
す
る
。

④
感
想
を
も
と
に
「
引
退
し
た
吉
田
選
手
に
つ
い
て
」
を
書
く
と
き
の
条

件
を
伝
え
る
。(

板
書)

⑤
ま
ず
一
段
落
目
に
吉
田
選
手
に
つ
い
て
自
分
の
思
い
を
書
く
。

⑥
二
段
落
目
は
、
記
事
か
ら
二
つ
わ
け
を
選
ん
で
「
〜
た
り
〜
た
り
」
を

使
っ
て
一
文
で
書
く
。
言
葉
の
対
応
に
気
を
つ
け
さ
せ
る
。

⑦
残
り
五
分
で
条
件
に
従
っ
て
書
か
せ
る
。

ば ん ご う お し い え

「番号を教えて」「家にゴキブリ」にし ご う う は ん と し ぎ せ い し ゃ い た

西日本豪雨から半年、犠牲者悼む

よ し だ さ お り せ ん し ゅ い ん た い

吉田沙保里選手が引退な ん み ん し ぼ う ふ め い に んちょう

難民の死亡・不明、４千人超

.

. . .

文
例

作
文
の
テ
ー
マ

　

〈
吉
田
せ
ん
手
に
つ
い
て
〉

自
分
の
感
想
や
意
見(

六
十
九
文
字)

　

吉
田
せ
ん
手
は
が
ん
ば
っ
た
と(

私
は)

思
い
ま
す
。

　

わ
け
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
三
れ
ん
ぱ
を
は
た
し
た
り
、
三
十
六
さ
い
ま

で
レ
ス
リ
ン
グ
を
つ
づ
け
た
り
し
た
か
ら
で
す
。
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条
件
作
文
活
用
例　

中
高
学
年

○
考
え
と
そ
れ
を
支
え
る
理
由
や
事
例
を
、

文
末
を
意
識
し
て
書
く
。

◆
書
く
条
件

・
一
段
落
目
に
驚
い
た
こ
と
を
書
く
。

「
私
が
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
〜
こ
と(

と
こ

ろ)

で
す
。」

・
二
段
落
目
は
「
な
ぜ
か
と
い
う
と
、」
に

続
け
て
、
文
末
に
「
〜
か
ら
で
す
。」
と

驚
い
た
理
由
を
書
く
。

学
習
時
間
十
五
分

①
新
聞
記
事
を
読
ん
で
「
お
ど
ろ
い
た
こ

と
」
を
作
文
に
書
く
練
習
を
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。〈
驚
い
た
こ
と
は
？
〉

②
四
つ
の
記
事
か
ら
「
大
間
の
マ
グ
ロ
」
を
選
ん
で
書
く
こ
と
を
伝
え
る
。

③
記
事
を
教
師
が
読
み
、
児
童
に
感
想
を
聞
く
。
分
か
ら
な
い
言
葉
は
補

足
す
る
。

④
感
想
を
も
と
に
「
お
ど
ろ
い
た
こ
と
」
を
作
文
に
す
る
た
め
に
、
書
く

と
き
の
条
件
を
伝
え
る
。(

板
書)

⑤
特
に
始
め
と
終
わ
り
の
対
応
関
係
を
確
認
す
る
。
二
段
落
で
書
か
せ
る
。

⑥
残
り
五
分
で
条
件
に
従
っ
て
書
か
せ
る
。

し ん げ ん ご う こ うひょう

新元号、４月１日に公表
ア イダブリュシ ー だ っ た い ひょうめ い

日本、ＩＷＣ脱退を表明

お お ま お く ま ん え ん な り

大間のマグロ、３億３３６０万円也ご り ん ま ん に ん お う ぼ

五輪ボランティアに１８万人応募

. . . .

文
例

作
文
の
テ
ー
マ

　

〈
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
？
〉(

八
十
九
文
字)

　

ぼ
く
が
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
に
く
ら
べ
て
、
今
年
の
マ
グ

ロ
が
二
億
円
近
く
も
高
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
今
年
は
、
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
重
い
だ
け
な
の
に
、

値
だ
ん
が
ち
が
い
す
ぎ
る
か
ら
で
す
。

D-Project 新聞教材活用プロジェクト、理想科学工業の共同研究

2019 年 1月 10 日配信分








